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Abstract

This study aims to clarify the characteristics of the temples built under the Later Chalukyas of Kalyani in South India, in terms of walls, com-

pared with the concept written in Vastusastra, the traditional text of Indian Architecture, and spatial composition. The walls of Later Chalukyan

temples are composed of several parts, i.e., adisthana（basement）, bhitti（wall proper）, tala（tires of the superstructure）and so on, from the ele-

vation, and bhadra（central offset）, karna（corner division）, pratiratha（wall offset flanking bhadra）from the plan. The design of the wall not

only represents of the concept written in Vastusastra, but also strongly emphasizes the symbolism of Vedic concept which implies superimposed

layer. And the division of the wall is corresponding to the spatial composition of the temple.
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はじめに
後期チャールキヤ朝は、１０世紀から１３世紀にかけて南イン

ド・カルナータカ州北中部を中心に勢力を保った王朝である。

タイラ�世が９７３／４年頃に興し、１１世紀後半から１２世紀前半

のヴィクラマーディティヤ�世の時代に最盛期を迎え、北中部

カルナータカを中心にアーンドラ地方まで支配下においた。そ

の後、１２世紀末までに、カーカティーヤ朝、ヤーダヴァ朝、ホ

イサラ朝によって分割されたi。

本稿は後期チャールキヤ寺院の外壁面について、その構成原

理と平面形との関連性を考察するものである。本稿で取り扱う

寺院は、平成１５年度科学研究費補助金を受けた調査に基くもの

であるii。これらの寺院は、外壁面に複雑な装飾が施されてい

るが、これらは水平、垂直方向に沿って秩序だって構成されて

いる。まず、後期チャールキヤ寺院の基本的な平面構成と壁面

構成を概観し、インドの建築に関する規範書であるヴァース

トゥシャーストラに記された寺院の立面、平面の構成原理、さ

らに内部空間との関連性について考察する。

１．寺院の基本的平面構成
寺院は、神像を安置するガルバグリハ（祠堂）、その前にあ

るアンタラーラ（前室）、壁に覆われたグーダ・マンダパ（拝

殿）、これに続く半屋外の入口（ムカ・マンダパ）、そして主に

舞踊、観劇に用いられたランガ・マンダパ（歌舞殿）、巡礼者

のために設けられたサバー・マンダパといった半屋外ホール等

の室で構成されている（図１）。一般的にはこれらの室が東西

軸線上に一列に配置されて寺院が構成される。寺院各室の平面

形は、正方形か、これを基本とし、各辺の中央部が張り出した

十字形平面を呈している。これらの室のうち、ガルバグリハの

周りの構造物を特に、ヴィマーナ（本殿）と呼びiii、拝殿空間

とは区別している。本稿では、壁面の構成を考察する際に、ヴィ

マーナとこれに類似したグーダ・マンダパと、半屋外のムカ・

マンダパ、ランガ・マンダパ・サバー・マンダパを分けて取り

扱う。

２．ヴィマーナの壁面分割
ヴィマーナは、壁面で覆われた上部構造をもった構造物で、

その壁面は、規則的に、水平方向、垂直方向に分割されている

ものと考えることができる。

２―１．ヴィマーナの水平壁面分割

ヴィマーナ外壁は、層状に積み重ねられているが（ターラー）、

第１層は、下からアディスターナ（基壇）、ビッティ（壁）、プ

ラスタラ（エンタブラチュア）に分割されている。このターラー

が数層積み上げられた上に、シカラ（頂部のドーム状屋根）が

載っている（図２）。

アディスターナ（adhisthana）は、ヴィマーナの最下層にあ

る基壇で、一般的に幾つかの層状のモールディングからなる（図

３）。

プラティ・カンタ（pratikantha）は、パッティ（patti）の層
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状装飾が最上部にあるアディスターナの最上部にあるモール

ディングで、装飾要素として表面にヴャーラ・マカラの瘤のつ

いたものが見られ、これをナクラ・パッティカー（マカラの頭

の連続層）と呼ぶ。カポータ・パーリー（kapota-pali）は、円

筒状のコーニスを象った基壇の蛇腹で、カポータのモチーフは、

屋根を示すものとして基壇のみならず、エンタブラチュアなど

寺院の様々な部位に用いられる。トリパッタ・クムダ（tripatta-

kumuda）は、上下横、三面が平面状に切り取られたモールディ

ングで、マドゥヤパッタと呼ばれる彫像の描かれたパネルが、

この前面に置かれることがある。パドマ（蓮弁）padma蓮の花

弁を象ったモールディングでジャガティのすぐ上に用いられ

る。ジャガティ（jagati）寺院の基壇の最下層に置かれるモー

ルディングであるが、この語は寺院全体が載るプラットフォー

ムの名称としても用いられる。ウパーナ（upana）は、平坦な

モールディングで、ジャガティの下に用いられることがある。

このアディスターナは、最下層からパドマまでの下部と、ト

リパッタ・クムダに相当する中間部、カポータ・パーリー以上

の上部に分けることができる。

アディスターナの上にたつ壁そのものの部位をビッティと呼

ぶ。細長いピラスターが基調となって垂直に分割され、突起部

に寺院の上部構造のレリーフを戴くニッチが設けられて神像が

配置される。ピラスターは柱礎、柱身、柱頭の各部位に分けて

装飾されており、柱頭の上にはエンタブラチュアが置かれる。

プラスタラ（prastara）は、ビッティの上にはエンタブラチュ

アで、後述の垂直に分割されたそれぞれの部位に異なるデザイ

ンの屋根が載る。

ターラーは、階または上部構造の層を示す語で、アディスター

ナからプラスタラまでが第１ターラーとなる。この上に、寸法

を減じながら、ビッティの柱頭からプラスタラの部位を繰り返

し層状に積み重ねて第２ターラー、第３ターラーと積み上げて

上部構造を構成している。第２、第３ターラーを上部構造と呼

ぶことが多い。この上部に積み上げられたターラーの数によっ

てドヴィターラ（２層）またはトリターラ（３層）という呼称

が用いられ、ヴィマーナの規模を表している。

シカラは、ドラーヴィダ様式では、ヴィマーナの頂部にある

ドーム状の屋根を意味し、平面形によってブラフマッチャンダ

（正方形）、ヴィシュヌッチャンダ（八角形）、ルドラッチャン

ダ（円形）等の呼称があるvii。マーナサーラには、これと正方

形のシカラを、最も聖なるものとして、ドラーヴィダ、六角形

または八角形のシカラをナーガラ、円形シカラをヴェーサラと

呼んでいるviii。

２―２．ヴィマーナの垂直壁面分割

正方形平面のガルバグリハの周りにはその形にしたがって外

壁が設けられ、四面の外壁の中央部、隅部などが張り出した凹

凸のある外壁面を構成している。中央部で２段３段に張り出し

図１ マハーデーヴァ寺院、イッタギー、平面図iv

図２ ヴィマーナの水平、垂直分割v

図３ マハーデーヴァ寺院、アディスターナvi
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た突起をバドラ（Bhadra）、隅部の突起をカルナ（Karna）、こ

のバドラとカルナの中間に設けられることのある突起をプラ

ティラタ（Pratiratha）と呼ぶ。これらの突起部の端には細長い

ピラスターが付けられ、それぞれの突起部の中間にあるサリ

ラーンタラ（Salilantala）と呼ばれる壁龕状の部位によって分

離されているix。

これらの突起は前述の水平壁面分割各部位を通して保持さ

れ、基壇からシカラ直下に至るまで層状に繰り返し用いられる。

前述の水平に分割された部位のうち、この垂直壁面分割にし

たがって異なる装飾が施されるのは、ビッティとプラスタラで

ある。ビッティは壁面の張り出している境界に細長いピラス

ターの柱身と柱頭がレリーフされる。さらにこのピラスターの

内側にそれぞれの突起部に異なったレリーフが置かれている。

バドラには寺院の上部構造を冠し、軒の飾りのついたニッチが

置かれ、神像が安置される。カルナには二本のピラスターで寺

院の上部構造のレリーフを戴く偽龕（false niche）が設けられ

る。プラティラタには、バドラ、カルナとは異なりピラスター

が用いられることが多い。

サリラーンタラにはクータスタンバ（kuta-stambha）が設け

られる。これは一本のピラスターの上に寺院の上部構造のレ

リーフが置かれたものであるが、上部構造のモチーフには、ナー

ガラ、ドラーヴィダ、ヴェーサラの各様式が用いられているx。

また、プラスタラには垂直分割にしたがって屋根形が置かれ

る。バドラには、円筒ヴォールト状の屋根をモチーフにした

シャーラー（sala）を平置きにして置く。カルナにはドーム屋

根をモチーフにしたクータ（kuta）が置かれ、プラティラタに

は、篭を意味し、ナーシー（馬蹄形妻飾り）を前面に持つパン

ジャーラ（panjara）が置かれる。

さて、ヴィマーナとマンダパの間にあって、アンタラーラの

外壁にほぼ相当する外壁面をカピリーと呼ばれるが、この外壁

は、ガルバグリハとほぼ中心を同じくするヴィマーナと、マン

ダパの外壁の接合部にあたり、壁の見付の幅が短くアンタラー

ラの室の形がそのまま外部へは表れていない。正方形平面の

ヴィマーナ、マンダパの形を際立たせるために設けられた緩衝

壁と捉えることができよう。

またこれは、アンタラーラがガルバグリハの前室的機能を持

つと同時に、ガルバグリハとマンダパの緩衝空間として機能し

ていることとも関連しているものと考えられる。

カピリ―には、その中央にピラスター、偽龕などが設けられて

おり、この両側の壁龕状の部位にマカラトーラナがあってアン

タラーラの窓となっている場合がある。

３．グーダ・マンダパの壁面分割
グーダ・マンダパは基本的にはヴィマーナと同様の方法に

よって垂直に分割されている。すなわち、壁面中央にバドラが

おかれ、隅部にカルナの突起が配置される。その中間に規模に

合わせてプラティラタが繰り返されるのである。また水平分割

も、ヴィマーナと同様にアディスターナの上にビッティが載り、

その上のプラスタラまでで構成される第１ターラーが、続いて

いる。

４．ムカ・マンダパ、ランガ・マンダパ、サバー・
マンダパの壁面分割

ムカ・マンダパは４本の柱またはピラスターで囲われた小空

間で、ランガ・マンダパ、サバー・マンダパは正方形平面の辺

が大きく張り出した十字形平面を呈している。これらの外壁に

は、垂直分割されておらず、平坦である。ただし、半屋外空間

のムカ・マンダパ、ランガ・マンダパ、サバー・マンダパの壁

面は、腰壁状のアディスターナの上には、壁がなく短柱（dwarf

pillar）が建ち、さらにその上に S字曲線の断面を持つ軒、さ

らにヴィマーナから続くプラスタラが載っており、これらが層

をなしていると考えることができる。

マンダパのアディスターナは、ヴィマーナとは異なる要素で

構成されている。カクシャーサナ（kaksasana）は、アディス

ターナの最上部にあって、短柱の建つ腰壁の手すり、もしくは

図４ チャンドラマウリーシュヴァラ寺院、ウヌカル、アディ
スターナ立面図xi
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この部分を観客席と見た場合の背もたれ状のものとみなされる

部位である。外側には両側をピラスターにはさまれた神像のレ

リーフが並ぶ。アーサナパッタ（asanapatta）は、座席の座部

にあたる部分で、寺院の上部構造のレリーフが施される。ヴェー

ディカー（vedika）は、手すり状のピラスターのついた羽目板

で、ピラスターのレリーフの間にガンダルヴァが描かれる。こ

のピラスターのアーサナパッタに描かれた寺院の上部構造のレ

リーフがクータスタンバを形成している。カポータ・パーリー

の上下には、レリーフを持ったモールディングが置かれる。上

に置かれるラージャセーナー（rajasena）には、象をモチーフ

としたモールディングであるガジャパッタ（gajapatta）が描か

れることが多い。下に置かれるマンチャバンダ（mancabandha）

には、ダイアモンド形の花びらがピラスターの間にレリーフさ

れている。この下には、ヴィマーナと同じモールディングが層

状に積み重ねられる。

５．考察
以上で概観した後期チャールキヤ寺院の壁面分割について、

インド中世の規範書であるヴァーストゥシャーストラの記述、

さらに内部空間との関連性について考察したい。

５―１．立面の構成原理

ヴィマーナを構成する基本的な概念として、クラムリッシュ

は土と石と木の材料に着目し、以下の三点に集約しているxii。

ひとつ目の土に象徴される概念は、ヴェーダの祭壇に起源のあ

るブーミの積み重ねである。聖なる土を原料としたレンガを積

み上げて作った祭壇の記憶が、層状に積み重ねられた基壇や上

部構造の構成に表れていると考えている。次に、石に象徴され

る概念として、ガルバグリハに顕著に表れている陸屋根の構造

を挙げている。ドルメン、メンヒル等の巨石墓は、死者の記録

として必要不可欠なのではなく、それによって記憶される土地

の重要性を記念するものであるという観点に立ち、板状の大き

な石による記憶は、立方体状のガルバグリハの内壁面と共通す

るものであると考えている。最後に、木に象徴される概念は、

筍に代表される生命力である。四本の竹や小枝を正方形平面の

四隅に固定し、これらの幹を湾曲させて、頂部を藤蔓で結んで

作った骨組に、バナナの葉、ヤシの葉で屋根を葺いてできた小

屋が、北インドのヒンドゥー寺院に多く見られるナーガラ様式

の原型であると推論している。

この概念のうち、一番目の層状に積み上げられるという概念

が後期チャールキヤ寺院では強調されている。すなわち、層毎

にそれぞれのデザインが反復されているのである。顕著に見ら

れる点として、ヴェーダと同じアディスターナの層状の積み重

ねと、ターラーにビッティ上部のピラスターの柱頭からプラス

タラまでが反復されている点が挙げられる。

５―２．平面の構成原理

ヴィマーナの平面形は、ヴァーストゥプルシャマンダラに基

いて構成されているものと考えられているxiii。ヴァーストゥプ

ルシャマンダラは、正方形を６４または８１に分割し、その中央部

は、宇宙の最高原理であるブラフマンを象徴するブラフマス

ターナで、創造神ブラフマーが座す。その周りには、時間を象

徴する１２のアーディトヤが配置され、最も外側の周縁部に四方

位神（ローカパーラ）、八方位神（アシュタディクパーラ）な

どの方位神が配置される。このヴァーストゥプルシャマンダラ

とヴィマーナとを重ね合わせて考えてみると、ブラフマスター

ナがガルバグリハに、周縁部がヴィマーナ外壁にほぼ相当する

xiv。ヴィマーナ外壁のバドラとカルナは、ヴァーストゥプル

シャマンダラのローカパーラ、アシュタディクパーラが配置さ

れるところと一致するものと考えることができるxv。つまり、

方位神の配置される位置が張り出していて、宇宙の中心と同一

視されるブラフマスターナの光輝が四方八方に敷衍していく様

を具現化しているものと考えることができるのである。

５―３．屋内空間と壁面分割の相関

屋内空間に限ってみると、壁構造に基いたガルバグリハを中

心とした構造物と、�式構造に基いたマンダパを中心とした構

造物が対照的に配置されるものと考えることができるxvi。

内部の室の位置と外部の壁面の凹凸は必ずしも一致している

わけではない。平面的に見たとき、ガルバグリハとヴィマーナ、

グーダ・マンダパの内外壁はその中心をほぼ同じくすると考え

ることができる。ヴィマーナは正方形平面の中央部、すみ部を

張り出してできる平面分割に則ってアディスターナからシカラ

まで閉じた形で、積み上げられている。グーダ・マンダパは、

ヴィマーナと同様の壁面分割がなされている。ヴィマーナとマ

ンダパの境界にあたるアンタラーラの壁面、カピリ―には他と

異なるデザインのピラスターが設けられていて、両者の境界を

示しているものと捉えることができる（ラクシュメーシュヴァ

ラのソーメーシュヴァラ寺院（図７）、アンニゲーリのアムリ

テーシュヴァラ寺院（図８））。平面的に見るとマンダパとガル

バグリハの間のアンタラーラは、二つの中心を同じくする構造

物の厚い壁の中に作られている空間のようにさえ見える。

ムカ・マンダパは、平面形が正方形でない寺院も含めて、グー

ダ・マンダパの壁についたピラスターと、前面の二本の柱で矩

形平面を成している。ムカ・マンダパは４本の柱で構成された

矩形平面の構造物というよりは、ピラスターの分だけグーダ・

マンダパに入り込んでいるように見える。この両者の壁面の境

界は、アディスターナの高さが異なるなど、壁面の垂直分割が

異なる二つの壁面が接しており、連続の仕方が不連続である。

これはムカ・マンダパのみではなく、半屋外空間である、ラン

ガ・マンダパ、サバー・マンダパにも共通する。

アディスターナを見ると、ウパーナからある層までアディス
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ターナが連続しており、その上から壁で囲われたグーダ・マン

ダパと、短柱で支えられたムカ・マンダパの差異が表現されて

いるものと理解できる。例えば、イッタギーのマハーデーヴァ

寺院では、カポータ・パーリーまでが同じ層で構成されている

がxvii、これより上部のデザインが異なる（図６）。ウヌカルの

チャンドラマウリーシュヴァラ寺院では、パドマまでは同じデ

ザインで、これ以上の層では各層のデザイン及び高さが異なっ

ている（図７）。ダンバルのドーッダバサッパー寺院では、プ

ラティ・カンタ（ナクラ・パッティカー）までが同じそうで構

成されている（図８）。この境界での壁面上部を見ると、ムカ・

マンダパの軒が、グーダ・マンダパのプラスタラにあるパン

ジャーラの分割を無視してつながっており、不連続に連結して

いる感をぬぐえない（ラックンディのカーシーヴィシュヴェー

シュヴァラ寺院、図１１）。

ヴィマーナは、神像を安置するガルバグリハをその中心とし、

垂直、水平の壁面分割ともそれ自体の分割方法によって完結し

ている。これは寺院のもっとも神聖で、根本的な部位を完全に

表現していると考えることができる。ヴィマーナと連続するア

ンタラーラの外壁カピリーには、ヴィマーナとマンダパを分離

するピラスターが配置され、同じ壁面の構成を持つマンダパと

分離させている。一方、マンダパ相互の連続性は、壁面の垂直

分割が異なるために不連続となっている。

おわりに
様々な建築モチーフと彫像で装飾された後期チャールキヤ寺

院の壁面は、規範書に示された考え方で計画され、異なる用途

の室を内包している。寺院を構成する室は、ガルバグリハとこ

れ以外のマンダパに大別して考えることができる。ヴィマーナ

とマンダパの境界、マンダパ相互の境界をみると、観念的には

前者がより重要であるが、構造的には後者にほうが顕著である。

そして、これは必ずしも内部の室で割り切れるものではなく、

前者の境界にあるのがカピリ―のピラスターで、後者がマンダ

パ間の層の不連続であるということができる。さらに前者を神

聖な空間、後者を世俗的な空間と捕らえると、この両者の間に

あって、曖昧さを残しているのがグーダ・マンダパであり、ま

さに世俗の人々が神に向かって礼拝する行為を行う空間なので

ある。
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られることが多い。ヴァーストゥプルシャマンダラとの関

連についてはさらに考察する必要があり、稿を改めて考察

したい。

xvi 拙稿「後期チャールキヤ寺院の平面構成―ホイサラ寺院と

の比較を通した考察―」岐阜市立女子短期大学研究紀要第

５１輯 pp．１９５―２０６．

xvii この寺院の場合、写真左側にあるムカ・マンダパのカク

シャーサナが崩壊している。

（提出期日 平成１５年１２月１０日）

図６ マハーデーヴァ寺院、南ムカ・マンダパ東面

図５ マハーデーヴァ寺院西側外観（筆者撮影、以下同様）

図７ チャンドラマウリーシュヴァラ寺院、ウヌカル、東ムカ・
マンダパ北面
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図８ ドーッダバサッパー寺院、ダンバル、南ムカ・マンダパ
西面

図１０ アムリテーシュヴァラ寺院、アンニゲーリ、カピリ―北面

図１１ カーシーヴィシュヴェーシュヴァラ寺院、ラックンディ、
シヴァ寺院東ムカ・マンダパ北面

図９ ソーメーシュヴァラ寺院、ラクシュメーシュヴァラ、カ
ピリー南面
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所在地名 寺院名 建立年代 出典

アイホーレ チャランティ・マタ c．１１１９A.D. EITA p．２０２，fig．１３０

アバルール バサベーシュヴァラ １０９０―１１００A.D. EITA pp．１５１―１５３，fig．９８．

アマラゴール バナシャンカリ １１１９A.D. EITA p．２１１―２１２．Fig．１３７

アンニゲーリ アムリテーシュヴァラ １０５０―６０A.D. EITA pp．１１０―１１４．fig．７７．

イッタギー 寺院 no３ １１１２A.D. EITA pp．２００―２０１．Fig．１２８．

イッタギー マハーデーヴァ １１１２A.D. EITA pp．１９５―２００，fig．１２７．Cousens pp．１００―１０２，pl．１０１―１０７

ウヌカル チャンドラマウリーシュヴァラ １０８０―９０A.D. EITA pp．１５５―１６０，fig．１０１．Cousens p．１１６―１１７，pl．１１６―１２２

ガダグ サラスヴァティ １２世紀初 EITA pp．１８１―１８４，fig．１１８．Cousens p．１１０―１１２，pl．１１６―１２２

ガダグ ソーメーシュヴァラ １１２５―１１５０A.D. EITA pp．２１３―２１４．，Cousens p．１１２―１１３，pl．１１６―１２２

ガダグ トリクテーシュヴァラ １０２５―１０５０A.D. EITA pp．１０６―１１０，fig．７２，７４，７５．Cousens p．１０９，pl．１１６―１２２

ガダグ ラーマリンゲーシュヴァラ A.D．１１００頃 EITA pp．１４９―１５１，fig．９７．

クッカヌール カッレーシュヴァラ １１世紀初 EITA pp．３９―４２，Cousens p．７５―７６，pl．１１０．

クッパガッデー ラーメーシュヴァラ １３世紀初 EITA p．２４９，fig．１５４，pls．７２６―７３２

クッパトゥール カイタヴェーシュヴァラ １２３１A.D. EITA p．１６２―１６４，fig．１０３

クルヴァッティ マッリカールジュナ １０７０―７２A.D. EITA pp．１４２―１４４，Cousens p．１０３，Rea p．２１―２４，pl．５６―６８，

サヴァディ トリプルシャ １０５０―６０A.D. EITA pp．１１４―１１６，fig．７７．

スーディ ジョードゥ・カラシャダ・グディ １０６０A.D. EITA pp．５０―５３．fig．３７．

スーディ マッリカールジュナ １０２０年代 EITA pp．４３―４８．fig．３４．

ソーギ カッレーシュヴァラ １０３０A.D. EITA pp．１４７―１４９．fig．１４８．

ダンバル ドーッダ・バサッパー １２世紀初 EITA pp．１９１―１９５，fig．１２５．Cousens pp．１１４―１１５，pl．１１６―１２２

ナードゥ・カラシ マッリカールジュナ １３世紀初 EITA p．２８８，fig．１６５，pls．８０６―８１３

ナードゥ・カラシ ラーメーシュヴァラ １２１９A.D. EITA p．２８８，fig．１６４，pls．８０３―８０５

ニーラグンダ ビーメーシュヴァラ EITA fig．２１２，pls.

バーガリ カッレーシュヴァラ EITA fig., pls.

ハヴェリ シッデーシュヴァラ １０７０―１１００A.D. EITA pp．１３５―１３８，fig．８７．Cousens p．８５―８７，pl．１２４―１３３

バッリガンベー ケーダレーシュヴァラ １１６８A.D. EITA pp．１６０―１６２，fig．１０２

バナヴァシ マドゥケーシュヴァラ Cousens pp．１１２―１１３，pl.CXX

ハリハール ハリハレーシュヴァラ １２６８A.D. EITA pp．１６４―１６６，fig．１０４，pls．４６４―４６６

バンカープラ アルヴァットゥカンバラ １０９１―１１３８A.D. EITA pp．１５４―１５５，Fig．９９．Cousens pp．９４―９６，pls．８９―９６

ヒレーハダガッリ カッレーシュヴァラ １０５７A.D. EITA pp．１６６―１６８．fig．１０５， Rea

フーヴィナハダガッリ カッレーシュヴァラ １０７１A.D. EITA pp．１４０―１４１，fig．８９，Rea pp．２５―２７．

フーリ アンダケーシュヴァラ １０６０年代 EITA pp．１１６―１１８，fig．８０．

フーリ タラケーシュヴァラ １０８０年代 EITA p．１４５，Fig．９２

フーリ パンチャリンゲーシュヴァラ １２世紀初 EITA p．２０９―２１１．Fig．１３５．

フーリ マダネーシュヴァラ c．１１００A.D. EITA p．１９１．fig．１２３

ベーヴール ソーメーシュヴァラ １０５０年代 EITA pp．６６―６７，fig．４９．

ベーヴール ラーメーシュヴァラ １０５５―６０A.D. EITA pp．６５―６６，fig．４７．

マーガラー ヴェーヌゴーパーラ １１１６A.D. EITA pp．１７７―１７９，fig．１１６，pls．５０９―５１７

ラクシュメーシュヴァラ アーナンタナータ １２世紀初 EITA p．１７７．fig．１１５．

ラクシュメーシュヴァラ シャンカ・バサディ １１世紀末 EITA pp．１７５―１７７，fig．１１３．

ラクシュメーシュヴァラ ソーメーシュヴァラ １１世紀 EITA p．１６８―１７３．fig．１０７．

ラクシュメーシュヴァラ ラクシュミーリンゲーシュヴァラ １１世紀 EITA p．１７３．fig．１１０．

ラックンディ ヴィルーパークシャ １０００―１１００A.D. EITA pp．８８―８９，fig．６１．

ラックンディ カーシヴィシュヴェーシュヴァラ １０８７A.D. EITA pp．９５―１００，fig．６６．Cousens p．７９―８２，pl．１１２

ラックンディ グレート・ジャイナ １１７２A.D. EITA pp．８９―９２，fig．６３．Cousens p．７７―７９，pl．１１２

ラックンディ クンベーシュヴァラ １０２５―１０５０A.D. EITA p．１００―１０２．fig．６８．Hardy

ラックンディ シッダラーメーシュヴァラ １０００―１０２５A.D. EITA p．８７，fig．５９．

ラックンディ ナーガナータ １０６０―７０A.D. EITA pp．１２０―１２２，fig．８５．

ラックンディ ナンネーシュヴァラ １０２０A.D. EITA pp．９２―９４，fig．６４，Cousens p．８２，pl．１１２

ラックンディ マニケーシュヴァラ １０５０年代 EITA p．１０２，fig．６９．Hardy

ローン アーナンタ・シャーイー・グディ １１世紀初 EITA pp．３６―３７，fig．２４．

ローン イーシュヴァラ・グディ ９７５―１０００A.D. EITA p．１９，fig．８．

ローン カル・グディ ９７５―１０００A.D. EITA p．２０．fig．９．

ローン ローカナータ ９７５―１０００A.D. EITA p．１５，fig．４

表１ 対象寺院一覧
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